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◆
接
種
の
目
的

　

重
症
化
防
止
や
死
亡
に
至
る
重
篤
化
を
で
き

る
限
り
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
。た
だ
し
、感

染
防
止
効
果
が
１
０
０
％
保
障
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、き
ち
ん
と
し
た
手
洗

い
の
励
行
や
可
能
な
限
り
人
ご
み
を
避
け
る
な

ど
の
予
防
策
は
今
後
も
必
要
で
す
。

　

村
上
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
学
校
閉
鎖

や
学
級
閉
鎖
な
ど
が
で
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

手
洗
い
な
ど
の
予
防
策
は
、
徹
底
し
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
副
反
応

　

接
種
し
た
部
分
が
腫
れ
た
り
、
熱
が
で
た
り

な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
ま
れ
に
重
篤

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
を
ご
理
解
の
う
え
、
個
人
で
判
断
し
て

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
費
用

　

一
回
目
の
接
種
は
３
，
６
０
０
円
、
２
回
目

の
接
種
は
２
，５
５
０
円
の
自
己
負
担
で
す
。

※�

異
な
る
医
療
機
関
で
２
回
目
の
接
種
を
受

け
た
場
合
は
３
，６
０
０
円
で
す

◆
費
用
の
助
成

　

次
の
区
分
に
該
当
す
る
人
に
は
、
接
種
費
の

全
額
や
一
部
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
の
人

　

接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

優
先
接
種
を
受
け
ら
れ
る
人
な
ど
に
、新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
を
社
会
福
祉

課
と
各
支
所
地
域
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。お

近
く
の
窓
口
で
「
被
保
護
者
証
明
書
」
を
提
示

し
、予
防
接
種
券
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
券
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
に
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

予
防
接
種
の
予
約
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　

接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
た
後
に
、
次
の
請

求
手
続
き
に
必
要
な
も
の
を
用
意
し
、
保
健
医

療
課
、
ま
た
は
各
支
所
で
請
求
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

請
求
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①�

医
療
機
関
が
発
行
す
る「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証
」と「
領
収
書
」

②�

印
鑑
（
20
歳
以
上
の
人
は
、
個
々
の
申
請

と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
が

必
要
で
す
）

③
振
込
先
の
銀
行
・
支
店
名
、口
座
番
号

④
窓
口
に
来
ら
れ
た
人
の
身
分
証
明
書

※�
申
請
さ
れ
る
と
世
帯
の
課
税
状
況
を
調

査
し
ま
す
の
で
、
世
帯
内
で
合
意
の
う

え
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

な
お
、申
請
さ
れ
て
も
世
帯
と
し
て
課
税

と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、助
成
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
際
は
、「
助
成
非
該
当
決

定
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年

11
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
お

よ
び
妊
婦

　

２
回
接
種
の
対
象
者
に
は
３
，
６
０
０
円

を
、
１
回
接
種
の
対
象
者
に
は
２
，
０
０
０
円

を
助
成
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
窓
口
に
保
険
証
な
ど
の
生
年
月

日
が
分
か
る
書
類
や
母
子
手
帳
を
提
示
し
て

接
種
費
用
の
減
免
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。そ
の

際
、学
校
な
ど
を
経
由
し
て
事
前
に
配
布
し
て

あ
る「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

券（
兼
受
領
委
任
払
申
請
書
）」に
必
要
事
項
を

記
載
し
て
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。妊
婦
は
医
療
機
関
の
窓
口
に
あ
る
接

種
助
成
券
に
記
載
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
自
費
で
予
防
接
種
を
受
け
た
、

ま
た
は
市
外
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
た
場
合
は
、
保
健
医
療
課
、
ま
た
は
各
支
所

で
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。必
要
な

書
類
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同
じ
で
す
。

◆
予
約
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、接
種
可
能
な
条
件

が
違
い
ま
す
の
で
、次
ペ
ー
ジ
の
接
種
医
療
機

関
一
覧
表
で
確
認
し
、
で
き
る
限
り
、
か
か
り

つ
け
医
で
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、新
聞
や
厚
生
労
働

省
・
県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

新型インフルエンザの予防接種について
　11月18日の新聞折り込みチラシで新型インフルエンザの予防接種について、現在分かっていることや知っ
ていただきたいことをお知らせしました。本号では再度、医療機関名や接種費用についてお知らせします。



�　　2009.12.1

◆新型インフルエンザワクチン予防接種　接種医療機関一覧表� （11月15日現在）

医療機関
電話
番号

接　　種　　対　　象　　者

妊
婦

基
礎
疾
患
有

１
歳
〜
就
学
前

小
学
校

１
〜
３
年
生

１
歳
未
満
児

な
ど
の
保
護
者

小
学
校

４
〜
６
年
生

中
学
生

高
校
生

高
齢
者

(

65
歳
以
上
）

村
上
地
区

櫛谷医院 52－2310 △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

伊藤皮膚科内科医院 52－2668 　 　 　 　 ○ 　 ○ ○ 　

小林医院 52－2040 　 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊藤内科医院 52－1217 　 △ 　 　 ○ 　 　 ○ ○

おたべ医院 53－5885 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐藤内科医院 53－1460 　 △ △ △ △ ○ ○ ○ ○

いが医院 50－7123 　 △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

さくら内科クリニック 53－1113 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐藤クリニック 52－1281 　 △ 　 △ ○ △ ○ ○ ○

瀬賀医院 58－2220 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

羽鳥医院 52－3097 　 △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

山𥔎内科クリニック 52－0088 　 △ 　 　 △ 　 　 △ △

しぶや小児科医院 53－8787 　 △ △ △ 　 △ △ △ 　

外科整形外科小田医院 53－3023 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

安斎医院 56－7415 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

肴町病院 53－2781 △ △ △ △ △ △ △ △ △

新潟県厚生連瀬波病院 50－1900 △ △

村上記念病院 52－1229 　 △ 　 　 　 　 △ △ △

新潟県厚生連村上総合病院 53－2234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

荒
川
地
区

佐藤顕医院 62－2130 　 △ 　 　 　 　 　 　 ○

荒川中央クリニック 50－5222 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

遠山医院 62－2012 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐野医院 50－5170 △ △ △ △ △ △ △ △ △

新潟県立坂町病院 62－3111 　 △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

神
林

地
区

鈴木医院 66－5307 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

澤田医院 66－7811 　 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

朝
日

地
区 佐藤医院 60－2221 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山
北

地
区

初野医院 77－3070 △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

青木医院 77－2003 △ △ △ △ △ △ △ △ △

山北徳洲会病院 60－5555 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

［○：全員接種、△：かかりつけ患者のみ接種、空欄：接種しない］

●問い合わせ

　保健医療課　☎53－2111（内線261、264）
　各支所地域福祉課　荒川地区　☎62－3101（内線125）、神林地区　☎66－6111（内線111）
　　　　　　　　　　朝日地区　☎72－6887、山北地区　☎77－3113
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月

　

日

お
も
な
出
来
事

１
月

１
日

・�

第
54
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
約
１
，
３
０
０
人
参
加
）

11
日

・�

村
上
市
消
防
団　

合
併
後
初
の
出
初
め
式

19
日

・�

金
屋
小
学
校
体
育
館
が
竣
工

２
月

８
日

・�

大
須
戸
川
関
連
の
災
害
復
旧
事
業
完
成

15
日

・�

市
立
小
川
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典

３
月

１
日

・�

第
10
回
町
屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
（
〜
４
月
３
日
）

８
日

・�

あ
け
ぼ
の
集
落
集
会
施
設
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
あ
け
ぼ
の
」

が
完
成

10
日

・�

放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
が
村
上
に
飛
来

21
日

・�
地
域
高
規
格
道
路
「
荒
川
道
路
（
国
道
７
号
か
ら
南
新
保
間
約
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）」
竣
工

30
日

・�

村
上
市
消
防
署
荒
川
分
署
竣
工

・�

定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
始
ま
る

４
月

１
日

・�

山
北
地
区
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
が
完
了
（
光
フ
ァ
イ
バ
を
各
家
庭

ま
で
敷
設
し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
対
応
し
た
情
報
通
信
施
設
を
整
備
）

５
日

・�

第
23
回
笹
川
流
れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
約
２
，
３
０
０
人
参
加
）

28
日

・�「
村
上
市
ダ
ブ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
販
売

29
日

・�

約
2
年
ぶ
り
に
二
子
島
森
林
公
園
オ
ー
プ
ン

５
月

１
日

・�

み
の
り
保
育
園
が
開
園
（
神
林
地
区
北
新
保
地
内
）

・�「
猿
害
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
結
成

５
日

・�

日
本
国
山
開
き
「
小
俣
宿
で
い
っ
ぷ
く
」

９
日

・�

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
の
入
館
者
数
が
２
５
０
万
人
突
破

30
日

・�

村
上
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
設
立

消防署荒川分署が新築移転

　荒川分署の老朽化と高速道路延伸に伴

う高速道路災害に対応するため、消防署荒

川分署を新築移転しました。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、あ
と
１
カ
月
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
村
上
市
に
と
っ
て
待
望
の
「
日

本
海
東
北
自
動
車
道
の
中
条
IC
〜
荒
川
胎

内
IC
間
」
が
７
月
に
開
通
し
、
高
速
交
通
時

代
が
到
来
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
64
回
国
民

体
育
大
会
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
が
45
年

ぶ
り
に
新
潟
県
内
で
開
催
さ
れ
、村
上
市
で

は
７
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
の
１
年
、

市
政
を
中
心
に
振
り
返
り
ま
す
。

みのり保育園が完成

　５月1日に開園式が行われ、保護者に連
れられて、たくさんの入園児が集まりまし

た。

村上市ダブルプレミアム商品券

　市内の消費拡大と購買促進を図ることを

目的に、合併１周年記念として「村上市ダブ

ルプレミアム商品券」が販売されました。

2009
村
上
市 

こ
の
１
年
を
振
り
返
る
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地産地消推進協議会設立

　地域の生産と消費活動を通して、農林漁

業者と消費者を結び付ける取り組みをしよ

うと地産地消推進協議会が設立しました。

６
月

１
日

・�

村
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
設
立

・�

村
上
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
設
立

17
日

・�

市
議
会
6
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会
が
各
支
所
旧
議
場
で
開
催

28
日

・�

２
０
０
９
村
上
・
笹
川
流
れ
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
（
３
１
２

人
参
加
）

７
月

18
日

・�

日
本
海
東
北
自
動
車
道
の
中
条
IC
〜
荒
川
胎
内
IC
間
開
通

８
月

２
日

・�

第
1
回
村
上
市
伝
統
芸
能
祭　

９
日

・�

荒
川
大
祭
花
火
大
会

15
日

・�

村
上
市
成
人
式
（
対
象
者
７
７
７
人
の
う
ち
５
４
９
人
参
加
）

23
日

・�

第
11
回
か
み
は
や
し
穀
菜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
約
３
０
０
人
参
加
）

27
日

・�

山
辺
里
地
区
統
合
小
学
校
安
全
祈
願
祭（
平
成
23
年
１
月
完
成
予
定
）

29
日

・�

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
炬
火
採
火
式

30
日

・�

衆
議
院
議
員
選
挙

・�

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会　

村
上
・
岩
船
地
区
大
会
（
今
年
度
か
ら

市
や
村
の
大
会
と
地
区
大
会
を
一
本
化
し
て
の
開
催
）

９
月

１
日

・�

約
2
年
ぶ
り
に
朝
日
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
、
鶴
岡
村
上
線
全
面
開
通

６
日

・�

市
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
実
施
（
約
13
，
０
０
０
人
参
加
）

10
日

・�
第
９
回
城
下
町
町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
（
〜
10
月
12
日
・
新
潟
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
期
間
を
延
長
し
て
開
催
）

12
日

・�
ま
ち
な
み
景
観
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
「
国
際
景
観
会
議

２
０
０
９
」
が
村
上
で
開
催

25
日

・�

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
（
〜
10
月
６
日
）

10
月

１
日

・�

新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕

・�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
「
朝
日
中
継
局
」
が
開
局

10
日

・�

第
９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
ト
キ
め
き
新
潟
大
会
」（
〜

12
日
）

20
日

・�

知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

11
月

１
日

・�

市
美
術
展
覧
会
（
〜
３
日
）

３
日

・�

市
ほ
う
賞
授
賞
式
（
28
氏
、
1
団
体
が
受
賞
）

12
月

１
日

・�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
「
府
屋
中
継
局
」
と
「
勝
木
中
継
局
」
が
開
局

高速道路開通記念プレイベント

　日本海東北自動車道中条IC ～荒川胎
内IC間の開通に先立ち、記念プレイベ
ントが行われました。（７月５日）

トキめきにいがた国体

　トキめき新潟国体が開催され、村上市では「相撲」、「銃剣道」、「高

等学校野球（軟式）」、「トライアスロン」、「3Ｂ体操」、「リズム体操」、
「スケートボード」の７種目が行われました。

伝統芸能祭

　市内各地に点在する貴重な伝統

芸能が一堂に会し、合併１周年を記

念して開催されました。

地上デジタル放送の受信エリア拡大

　朝日・山北地区で地上デジタル放送の中

継局が開局し、地上デジタル放送の受信エ

リアが広がりました。
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今
年
も
い
よ
い
よ
降
雪
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
通
勤
や
通
学
に
影
響
が

及
ば
な
い
よ
う
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
除
雪
作
業

を
行
い
ま
す
。

　

し
か
し
、降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、除
雪
作
業

に
遅
れ
が
で
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
作
業
の
安
全
と
効
率
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【除雪基準】
⑴�雪の降り始めの出動基準は、おおむね10センチメートルの降雪量を目安として、除雪作業を実施します。

　�積雪後は、道路交通状況の把握に努め、風によって生ずる吹きだまりや、降雪による交通障害の有無を的
確にとらえ、作業にあたります。

⑵�歩道除雪の出動基準は、歩道上の積雪が20センチメートルを上回っている場合を標準とし、必要なときに

除雪を行います。

円滑な除雪作業を行うため、市民の皆さんへのお願い
⑴ご意見・ご要望は区長・総代を通じて

　�　除雪に対するご意見やご要望は必ず区長・総代を通して申し出てください。市からの回答もすべて区
長・総代へ連絡します。

⑵除雪の手直しは各自で

　�　除雪作業のため、各戸の玄関や車庫などの出入口が雪でふさがることがありま
すが、各自で通路の手直しをお願いします。なお、出入口に雪が入らないように

板、角材などで防護の処置をしていただいてもかまいません。

⑶除雪車の妨げになるものは片付けて

　�　除雪作業の妨げとなりますので、道路にはみ出した枝や植木、のぼり旗や看板、
乗入口の鉄板などは事前に撤去してください。（これらを道路敷に設置する場合、

道路管理者の許可が必要となります）

⑷除雪車には注意を

　�　除雪作業は吹雪・降雪中での作業が多く、見通しが悪いため危険です。除雪車
に近づかないようにお願いします。自動車などを運転される皆さんは、除雪車に

道を譲ってくださるようお願いします。

円滑な除雪作業のためにご協力を!!

各
家
庭

区
長
・
総
代

ご意見・ご要望

回　答

市

ご意見・ご要望

回　答
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⑸路上駐車は絶対にしないでください

　�　除雪作業は、夜間や早朝の早いうちに行う場合が多いので道路上の駐
車、待避所内の駐車、物件の放置などは絶対にしないようにお願いしま

す。

⑹危険箇所は目印を

　�　除雪道路沿いの塀、垣根、工作物などは、雪の下になるとわからなく
なり、除雪車が誤って壊すことがありますので、あらかじめ竹の先に赤

布をつけるなど、目じるしをして防止してください。

⑺道路に雪捨てはやめましょう

　�　道路は人や車が通る場所です。雪を道路に捨てることは、交通事故の原因
となりますので、絶対にしないでください。新潟県道路交通法施行細則13条
１項で道路に雪を捨てることは禁止されています。

⑻消雪パイプの節水・節電に協力を

　�　消雪パイプの散水時間は、地下水の減少による地盤沈下の防止と電力消費
の節減を図るため、午後２時～３時までと午後４時～５時までの計２時間は

降雪があっても散水しません。

　　貴重な資源を守るため、ご理解をお願いします。

⑼雪置き場に協力を

　�　年々宅地化が進み、雪の置き場所がなくなっています。せっかく除雪車が出動しても、雪の置き場がな
いと目標の時間に除雪が終わりません。地区で協力し、雪の置き場所の確保をお願いします。

◎公共の雪捨て場（1�月1�日〜 �月�1日）

［荒川地区］

［村上地区］

◎駐車禁止のお知らせ（1月1日〜�月�8日）
　　�冬期間、下記の道路（斜線部分）が駐車禁止とな
ります

●�雪捨て場設置箇所

●問い合わせ

地区 担　当 電話番号
村上 建設課　維持管理係 ☎53－2111　内線516～518
荒川 荒川支所　建設水道課　維持管理係 ☎62－3101　内線231・232
神林 神林支所　建設課　維持管理係 ☎66－6111　内線221
朝日 朝日支所　建設水道課　維持管理係 ☎72－6884
山北 山北支所　建設水道課　維持管理係 ☎77－3116

国道・県道などの除雪について

公　道　名 各施設管理者 電話番号

国道７号
国土交通省新潟国道事務所村上維持出張所 ☎53－2942
国土交通省新潟国道事務所新発田維持出張所 ☎0254－26－0337

国道113号
国土交通省新潟国道事務所新発田維持出張所 ☎0254－26－0337
新潟県村上地域振興局地域整備部 ☎52－7959

その他の国・県道
新潟県村上地域振興局地域整備部 ☎52－7959
新潟県新発田地域振興局地域整備部 ☎0254－22－5114
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市
展
賞

小
室　

秀
子�

さ
ん
（
羽
黒
口
）

　芸術の秋の祭典「村上市美術展覧会」が11月１

日㈰から３日㈷までの３日間、村上体育館を会場

に行われました。市内外から応募総数217点の力作

が集まり、また、郡市児童生徒絵画展覧会も併せ

て開催され、期間中は大勢の人が会場を訪れまし

た。

　入賞された皆さんと作品は次のとおりです。

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
は
、身
に
余
る
賞
を
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。驚
き
と
同
時
に
最
高
の
喜
び
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。こ
の
絵
は
、村
上
市
指
定
文
化
財

の
ケ
ヤ
キ
で
、子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
に
は
、大
き
な

洋
画
・
版
画
部
門

市
展
賞

鈴
木　

悟
司�

さ
ん
（
葛
籠
山
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
展
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。物
作
り
、そ

彫
塑
・
工
芸
部
門

第
２
回市 

展市 展

幹
の
周
り
を
手
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
遊
ん
だ
思
い
出
の

樹
で
も
あ
り
ま
す
。何
百
年
と
い
う
年
月
を
生
き
抜
い

て
き
た
力
強
い
生
命
力
、そ
し
て
、悠
々
と
大
地
に
根

を
張
り
、重
々
し
い
存
在
感
に
圧
倒
さ
れ
、絵
に
描
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
や
教
室
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
家
族
の
協
力
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

板
垣　

泰
彦
さ
ん（
勝
木
）

美
術
協
会
長
賞

　

佐
藤　

詩
子
さ
ん（
山
居
町
一
丁
目
）

奨
励
賞

　

加
藤　

隆
夫
さ
ん（
三
之
町
）

　

髙
橋　

慶
子
さ
ん（
若
葉
町
）

　

川
村　

民
ニ
さ
ん（
三
之
町
）

れ
は
一
つ
の
物
に
魂
を
い
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

魂
、
そ
れ
は
一
生
懸
命
に
そ
の
物
に
向
か
う
心
だ
と
思

い
ま
す
。悲
し
み
も
、苦
し
み
も
、喜
び
も
、感
動
も
す
べ

て
ひ
っ
く
る
め
て
全
身
全
霊
で
そ
の
物
を
作
り
、
生
み

出
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。僕
を
励
ま
し
、支
え
て
く
だ

さ
る
人
た
ち
に
感
謝
し
、
自
己
と
向
き
合
い
、
精
一
杯
、

物
作
り
に
こ
れ
か
ら
も
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

た
び
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

渡
辺　

ひ
ろ
子
さ
ん（
肴
町
）

美
術
協
会
長
賞

　

斉
藤　

知
行
さ
ん（
塩
町
）

奨
励
賞

　

土
屋　

八
重
さ
ん（
猿
沢
）

市
展
賞

本
間　

サ
チ 

さ
ん
（
松
原
町
四
丁
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
、市
展
賞
と
い
う
す
ば
ら
し
い
賞

を
い
た
だ
き
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
拝
観
し
た
各
地
の
神
社
仏
閣

日

本

画

部

門

に
い
つ
も
深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
い
つ

か
、古こ

刹さ
つ

の
重
厚
さ
と
色
調
を
描
い
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
三
重
塔
に
寄
せ
ら
れ
た

人
々
の
思
い
に
心
を
重
ね
な
が
ら
、
作
品
制
作

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
日
本
画
サ
ー
ク
ル

の
先
生
を
初
め
、会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。今
後
も
精
進
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

小
嶋　

ア
サ
子
さ
ん（
岩
船
下
浜
町
）

美
術
協
会
長
賞

　

平
山　

幸
子
さ
ん（
七
湊
）

奨
励
賞

　

髙
橋　

春
美
さ
ん（
名
割
）
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日
本
画
部
門

「
娑
羅
双
樹
」

　

本
間　

サ
チ
さ
ん（
松
原
町
四
丁
目
）

写真部門

「鏡花」

小池　正雄さん（飯野三丁目）

彫塑・工芸部門

「心に風を…闇を消して」

鈴木　悟司さん（葛籠山）

市展賞
受賞作品

市
展
賞

佐
藤　

栄
子�

さ
ん
（
山
居
町
一
丁
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
は
市
展
賞
を
賜
り
、喜
び
で
い
っ

ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
も
一
重
に
大
滝
先

生
と
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
力
添
え
の
賜
物

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

書

道

部

門

市
展
賞

小
池　

正
雄�

さ
ん
（
飯
野
三
丁
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

図
ら
ず
も
、
市
展
賞
の
栄
誉
に
浴
し
、
誠
に

光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

茨
の
道
を
幾い

く

星せ
い

霜そ
う

、何
度
も
挫
折
し
そ
う
に

写

真

部

門
　

作
品
は
、清し

水み
ず

比ひ

庵あ
ん

の
う
た
か
ら
ニ
首
選
び

ま
し
た
。静
か
に
秋
色
に
染
ま
っ
て
い
く
季
節

を
表
現
で
き
た
ら
と
心
掛
け
ま
し
た
。
反
省
す

る
と
こ
ろ
も
残
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

坂
井　

昭
彦
さ
ん（
胎
内
市
）

美
術
協
会
長
賞

　

半
田　

真し
ん

華か

さ
ん（
三
之
町
）

奨
励
賞

　

板
垣　

梧ご

舟し
ゅ
うさ
ん（
高
根
）

　

陣
谷　

良
り
ょ
う

舟し
ゅ
うさ
ん（
岩
船
上
大
町
）

　

土
屋　

裕
美
さ
ん（
飯
野
一
丁
目
）

　

渡
辺　

常つ
ね

教の
り

さ
ん（
飯
野
二
丁
目
）

な
り
ま
し
た
が
、都
度
同
好
の
方
々
か
ら
の
温

か
い
助
言
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
今
日
ま
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、こ
の
道
を
往
く
人
た
ち
と
楽
し
く

談
笑
し
な
が
ら
、
更
な
る
ご
鞭
撻
を
お
願
い

し
、ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
行
き
た
い
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。

　

関
係
の
皆
さ
ま
方
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

工
藤　

達
朗
さ
ん（
堀
片
）

美
術
協
会
長
賞

　

石
黒　

俊
子
さ
ん（
松
岡
）

奨
励
賞

　

渡
辺　

繁
雄
さ
ん（
堀
野
）

　

遠
山　

勝
行
さ
ん（
岩
沢
）

洋
画
・
版
画
部
門

「
御
神
木
」

　

小
室　

秀
子
さ
ん（
羽
黒
口
）

書道部門

「朝露」

佐藤　栄子さん（山居町一丁目）
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『
湯
っ
く
り
・
湯
っ
た
り
』と

　
　

温
泉
に
入
っ
て
健
康
づ
く
り

　

例
年
好
評
を
得
て
い
る
温
泉
入
浴
助
成
事
業
『
湯
っ
く
り
・
湯
っ
た
り
事
業
』
を
今

年
度
も
行
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
温
泉
施
設
に
湯
っ
た
り
チ
ケ
ッ
ト
を
提
出
す
る
と
、１

回
３
０
０
円
（
勝
木
・
ゆ
り
花
温
泉
は
１
５
０
円
）
で
入
浴
で
き
ま
す
。
地
元
に
あ
る

温
泉
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
健
康
づ
く
り
と
医
療
費
節
減
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

温泉
い
つ
か
ら
使
え
る
の
？

　
　
　
　

平
成
22
年
１
月
４
日
㈪
か
ら

　
　
　
　

３
月
31
日
㈬
ま
で
で
す

温泉
だ
れ
が
使
え
る
の
？

・�

昭
和
10
年
１
月
５
日
以
降
〜
昭
和
45
年
１
月

４
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
村
上
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者

・�

村
上
市
に
住
民
票
の
あ
る
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）加
入
者

温泉
チ
ケ
ッ
ト
は
い
つ
、

　
　
　

ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？

　

チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
対
象
者

は
市
役
所
窓
口
で
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
配
布
期
間

　

12
月
１
日
㈫
〜
平
成
22
年
１
月
29
日
㈮

（
８
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ
ト
を
１
人
１
冊
の
み

の
配
布
と
な
り
ま
す
）

※�

１
人
１
冊
限
り
の
申
請
で
、
ど
の
よ
う
な
理

由
で
も
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
期
間
を
過
ぎ

る
と
配
布
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い

◆
受
付
窓
口

　

・
保
健
医
療
課
国
保
係

　
　

※�

村
上
地
区
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
村
上

地
区
公
民
館
各
分
館
で
も
受
け
付
け

し
ま
す

　

・
各
支
所
地
域
福
祉
課
国
保
医
療
係

◆
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

・
村
上
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
　

※�

チ
ケ
ッ
ト
を
代
理
の
人
が
申
請
す
る

場
合
は
、
申
請
者
（
対
象
者
本
人
）
の
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

温泉
チ
ケ
ッ
ト
の
使
い
方

・
対
象
者
本
人
の
み
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

※�

今
回
か
ら
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
長
寿

医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
）の
チ
ケ
ッ
ト
の
色
が
異
な
り
ま
す

・�

チ
ケ
ッ
ト
は
切
り
取
ら
ず
に
各
温
泉
施
設
の

受
け
付
け
に
提
出
し
、３
０
０
円（
勝
木
・
ゆ

り
花
温
泉
は
１
５
０
円
）
を
支
払
っ
て
入
浴

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

勝
木
・
ゆ
り
花
温
泉
で
は
、
68
歳
以
上
の
人

は
１
０
０
円
で
入
浴
で
き
ま
す
の
で
、
保
険

証
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
年
齢
を
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
チ

ケ
ッ
ト
は
不
要
で
す
）

温泉
利
用
で
き
る
温
泉
施
設

・
野
天
風
呂　

湯
元　

龍
泉

・
ゆ
処
そ
ば
処　

磐
舟

・
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ト
ピ
ア
新
潟
瀬
波

・
瀬
波
は
ま
な
す
荘

・
ホ
テ
ル
瀬
波
観
光

・
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
温
泉

・
勝
木
・
ゆ
り
花
温
泉

※�

利
用
で
き
る
時
間
帯
は
各
施
設
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
配
布
時
の
案
内
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）
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行
革
大
綱
前
期
実
施
計
画

（
平
成
21
〜
24
年
度
）を
策
定

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
強
固
な

土
台
を
築
く
た
め
に
、
そ
の
具
体
的

な
改
革
内
容
・
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
村
上
市
行
政

改
革
大
綱
前
期
実
施
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。（
計
画
概
要
は
市
報
平
成
21

年
９
月
１
日
号
の
行
革
特
集
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
）

　

今
号
で
は
、村
上
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会（
小
川
勲
会
長
）か
ら
の
答

申
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
革
委
員
会
の
答
申
内
容

　

村
上
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力

と
夢
と
希
望
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
独
り
立

ち
で
き
る
健
全
財
政
を
目
指
す
た
め

に
、ま
た
、す
べ
て
の
市
民
が
満
足
度

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
た

め
に
は
、
行
政
と
市
民
が
力
を
合
わ

せ
て
、
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
行
政
改
革
大
綱
前
期
実
施
計

画
が
、
市
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
で
、
市
民
と
と
も
に
確
実
に

実
行
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
ま

す
。

◎
徹
底
的
な
職
員
の
意
識
改
革

　

改
革
が
進
む
か
ど
う
か
は
、
実
際

に
行
革
大
綱
実
施
計
画
を
進
め
て
い

く
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
与
え
ら
れ

た
業
務
を
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
市

民
に
と
っ
て
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か

を
見
い
だ
し
、
そ
の
担
う
使
命
を
市

民
に
対
し
約
束
、
実
行
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
で
き
る
よ

う
徹
底
的
な
職
員
の
意
識
改
革
を
す

べ
き
で
あ
る
。

◎
枠
を
越
え
た
積
極
的
な
人
事
異
動

　

職
員
の
人
事
交
流
は
、
職
員
に
緊

張
感
を
持
た
せ
、刺
激
を
与
え
、新
し

い
発
見
も
あ
る
。
本
庁
・
支
所
の
活

性
化
と
人
材
育
成
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
、経
験
年

数
な
ど
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
、

旧
市
町
村
の
枠
を
越
え
た
人
事
異
動

を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◎
職
員
給
与
の
適
正
化

　

職
員
給
与
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

記
載
が
な
い
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
職

員
数
と
職
員
給
与
は
密
接
に
関
係
す

る
も
の
な
の
で
、
職
員
給
与
に
対
す

る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
や
提
言
制
度
を
設

け
て
、
職
員
給
与
の
適
正
化
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。

◎
政
策
の
各
段
階
に
情
報
公
開

　

市
民
と
の
行
政
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
結
果
を
公

開
し
て
、
市
民
の
意
見
を
求
め
る
だ

け
で
な
く
、
政
策
立
案
段
階
や
事
業

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
市
民
の
意
見

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
政
策
の
各

段
階
に
お
い
て
情
報
公
開
す
べ
き
で

あ
る
。

◎
市
民
の
視
点
を
加
味
し
た

　
　
　
　
　
　

協
働
意
識
の
醸
成

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
一
方
的
な
行
政
の

思
い
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
の
実
情

を
反
映
し
た
市
民
の
視
点
を
加
味

し
、行
政
、市
民
双
方
が
協
働
意
識
の

醸
成
を
し
っ
か
り
と
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
５
項
目
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、真し
ん

摯し

に
受
け
止
め
、
今
後
の
市
政
に
着

実
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

行
革
委
員
会
の
答
申
を
尊
重

し
、原
案
に
修
正
を
加
え
策
定
さ

れ
た
行
政
改
革
大
綱
前
期
実
施

計
画
や
行
政
改
革
推
進
委
員
会

か
ら
い
た
だ
い
た
答
申
な
ど
に

つ
い
て
は
、紙
面
の
関
係
で
全
文

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.m

urakam
i.lg.jp/

）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
左
下
の
青
い
バ
ナ
ー
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、市
役
所
政
策
推
進
課
お

よ
び
各
支
所
地
域
振
興
課
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
行
政
改
革
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
４
）

─村上市行革大綱実施計画策定までの経緯─

　市では「村上市行政改革大綱前期実施計画案」を行

政改革推進委員会に諮問し、審議していただきました。

　６回の委員会審議を経て、10月29日に市長へ答申
がありました。

　市では、その答申を受け、答申内容を尊重して所要

の修正を加えて、11月６日に「村上市行政改革大綱
前期実施計画」を策定しました。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
尊
重

（
小
川
会
長
か
ら
市
長
へ
答
申
）
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工業統計調査に

ご協力を

事業所 従業者数

（人）

製造品出荷額等

（万円）

平成15年 199 4,587 6,665,547

16年 194 4,465 6,694,543

17年 192 4,604 6,772,277

18年 181 4,767 7,082,959

19年 191 4,871 7,372,075

20年 194 4,856 8,313,657

※�平成15～19年のデータは旧５市町村分を合計した
ものです。平成20年の結果は速報値です

　経済産業省では、平成21年工業統計調査を12月31日現在で実施します。

　この調査は、製造業を営む事業所を対象に、その活動状態を明らかにすることを目的として

明治42年から始まり、今回で100周年を迎えました。

　調査の結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されるとともに、

企業や大学などでの研究資料や小・中学校、高等学校の教材などに広く利用されています。

　調査をお願いする製造事業所には、12月中旬から平成22年１月にかけて、県知事から任命さ

れた調査員が伺いますので、年末年始のお忙しい時期ですが、ご協力をお願いします。

　なお、記入していただいた調査票の内容は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、数値

などの正確なご記入をお願いします。

工業統計調査のキャラクター
コウちゃん

●問い合わせ　情報政策課統計係　☎53－2111（内線501）

［参考］経済産業省の統計ホームページ　http://www.meti.go.jp/statistics/

これまでの工業統計調査結果
〜従業者数４人以上の事業所〜
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4,856

4,871
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事業所 従業者数（人） 製造品出荷額等（億円）
平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年
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育児・介護休業法に基づく

紛争解決援助制度をご存じですか？
　新潟県雇用均等室では、労働者と会社との間で育児・介護休業などの民

事上のトラブルが生じた場合、解決するための援助を行っています。

※対象者はトラブルの当事者である男女労働者および事業主です

佐藤道雄さん
法務大臣賞を受賞

　保護司の佐藤道雄さんが、９月８日に東京都千

代田区の東京国際

フォーラムで行われ

た更生保護制度施行

60周年記念全国大会
において、長年の活動

功績が認められ、法務

大臣から表彰されま

した。

　佐藤さんは、昭和63
年４月１日に法務大

臣から保護司に任命

され、裁判所で保護観察処分を受けた人に対して、

その更生自立と再犯防止のための相談活動や環境

整備にあたってきました。

　また、毎年７月を強化月間として法務省が主唱

する「社会を明るくする運動」にも積極的に取り

組んできたことも受賞の要因となりました。

　受賞おめでとうございます。

「村上町屋商人会・チーム黒塀プロジェクト・
むらかみ町屋再生プロジェクト」

内閣総理大臣賞を受賞
　独自の発想で、地域づくり、くらしづくり、ひ

とづくりに取り組んでいる地域活動団体などを表

彰する、平成21年度あしたのまち・くらしづくり
活動の授賞式が11月５日に行われました。
　今年度、全国162の活動の中から、最優秀である
内閣総理大臣賞を受賞したのは、「村上町屋商人

会・チーム黒塀プロジェクト・むらかみ町屋再生

プロジェクト」。その活動は、「行政に依存しない

市民によるまちづくり」として、独自の手法も含

めて高く評価されました。

　受賞おめでとうございます。

●問い合わせ　新潟労働局雇用均等室　☎025－234－5928

まずは、新潟県労働雇用均等室までご相談ください！

紛争解決援助の対象となるトラブル

育児休業 介護休業 子の看護休暇

時間外労働の制限 深夜業の制限 勤務時間の短縮などの措置

労働者の配置に関する配慮育児休業などを理由とする不利益取扱い
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　今年の４月から９月までに、国からの補助金や市税などで市に入ったお金（歳入）と、保育園の運営経費

や道路建設などに支払った金額（歳出）がどのくらいあったのか、上半期の市の財政状況をお知らせします。

　歳入の市債、国庫支出金、県支出金の収入額が少ないのは、対象事業の終了後に収入となるため、おおむ

ね下半期の収入となります。９月時点で歳出に比べて歳入が不足している会計は、会計間で資金をやりくり

して、借り入れに頼らない運営を行っています。

お知らせします

村上市の財政状況
平成�1年度上半期（平成�1年４月〜９月）

一般会計の執行状況

上水道事業会計の執行状況一般会計市税の状況

現計予算額 収入済額

市 民 税 25億1,471万円 12億8,905万円

固 定 資 産 税 36億3,487万円 23億5,040万円

軽 自 動 車 税 １億5,618万円 １億5,117万円

市 た ば こ 税 ３億7,966万円 １億8,706万円

入 湯 税 6,600万円 3,277万円

都 市 計 画 税 １億6,393万円 １億1,934万円

市 税 合 計 69億1,535万円 41億2,979万円 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

予算額
執行額

9億
9,186万円

4億
8,566万円

8億
5,124万円

2億
2,554万円

4億
8,890万円

52万円

12億
7,152万円

1億
8,920万円

0
100000
200000
300000
400000
500000
600000
700000
800000

0
150000
300000
450000
600000
750000
900000
1050000
1200000

地方交付税 市税 市債 県支出金 国庫支出金 その他

115億
1,500万円

69億
1,535万円

32億
680万円

31億
7,680万円

17億
9,191万円

46億
5,434万円

86億
9,305万円

41億
2,979万円

0万円
2億

9,995万円
2億

8,666万円

22億
2,073万円

民生費 公債費 土木費 教育費 総務費 その他

72億
9,824万円

46億
6,022万円

42億
5,514万円

38億
2,754万円

32億
2,591万円

79億
9,315万円

30億
7,987万円

22億
8,116万円

14億
3,544万円 10億

4,458万円
11億

2,631万円

31億
802万円

予算額
執行額

歳　出
予算額　　312億6,020万円
歳出済額　120億7,538万円

（執行率38.6％）

歳　入
予算額　　312億6,020万円
収入済額　156億3,018万円

（執行率50.0％）

予算額
執行額

※�上水道事業会計は、公営企業法に基づく会計基準を用い
ているため、一般会計などとは予算運営が異なります。
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人
権
啓
発
展
を
開
催
し
ま
す

　

村
上
市
、
岩
船
郡
内
の
小
学
校
で
実

施
し
た
人
権
花
運
動
の
紹
介
や
小
学
生

人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
の
紹

介
、
人
権
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
を

行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
12
日
㈯
〜
14
日
㈪

と
こ
ろ　

村
上
プ
ラ
ザ　

１
階
広
場

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日
㈭
か
ら
16
日
㈬
は
、
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

　

こ
の
週
間
は
、平
成
18
年
６
月
に「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
法

律
」が
施
行
さ
れ
、人
権
侵
害
問
題
に
関

す
る
関
心
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
村
上
支
局

　

��

☎
53
‐
２
３
９
０

人権週間 〜考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心〜

　昭和23年12月10日に国連総会において「世界人権宣言」が採択されました。これを記念
して12月10日を「人権デー」と定め、12月４日からの１週間を「人権週間」としています。
　ここでは、人権啓発活動を紹介します。

特別会計の執行状況

会　計　名 現計予算額 収入済額 支出済額 会　計　名 現計予算額 収入済額 支出済額

土地取得 34万円 0万円 0万円 後期高齢者医療 ６億9,240万円 １億8,587万円 ２億2,831万円

情報通信事業 ９億1,540万円 2,329万円 4,107万円 老人保健 2,580万円 311万円 404万円

みどりの里 ２億4,800万円 9,822万円 9,345万円 介護保険 64億9,819万円 28億7,967万円 25億0,902万円

蒲萄スキー場 3,160万円 147万円 105万円 介護サービス事業 １億8,080万円 2,728万円 2,919万円

あらかわゴルフ場 5,330万円 2,665万円 2,526万円 下水道事業 52億5,100万円 10億1,910万円 19億2,553万円

国民健康保険 85億2,628万円 25億5,982万円 30億9,874万円 集落排水事業 21億5,300万円 ２億9,463万円 ６億0,013万円

国民健康保険診療所 3,372万円 364万円 769万円 簡易水道事業 ７億1,700万円 １億0,501万円 ２億1,069万円

※�特別会計とは、特定の事業を行い、その事業で得られる収入を主な財源として、事業にかかる経費を支出
するため、一般会計とは別に収支を管理する会計です。平成21年度は14の特別会計を設置して経理を行っ
ています。

●問い合わせ　財政課財務係　☎53－2111（内線323、324）

人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

金
屋
小
学
校
に
来
校

　

い
じ
め
を
し
な
い
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
る
な
ど
、
児
童
に
人
権
意
識
を

広
め
る
目
的
で
、
県
内
の
小
学
校
を
巡

る「
人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」が
10
月

６
日
、金
屋
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
新
潟
県
民
の
優
し

い
心
、正
し
い
心
、思
い
や
る
心
を
は
ぐ

く
ん
で
き
た
『
人
権
ハ
ー
ト
』
が
、
い
じ

め
や
差
別
な
ど
で
調
和
が
と
れ
な
く
な

り
、
壊
れ
て
県
内
の
小
学
校
に
飛
び
散

り
、
そ
れ
を
元
に
も
ど
す
た
め
、
人
権

ハ
ー
ト
回
収
大
作
戦
が
実
施
さ
れ
、
人

権
啓
発
号
に
じ
ま
る
に
乗
り
込
ん
だ

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
回
収
す
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
来
校
し
た
も
の
で
す
。

　

児
童
に
ハ
ー
ト
の
か
け
ら
を
は
め
込

ん
で
も
ら
い
、
そ
の
お
礼
と
し
て
学
校

に
人
権
の
樹（
コ
ブ
シ
）の
苗
木
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。
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神　林　地　区 朝　日　地　区 山　北　地　区

上水道 簡易水道 上水道 簡易水道 簡易水道 飲料水供給施設

平林地区 南大平・指合地区
給水系 猿沢給水系 千縄・茎太地区 府屋地区 板貝地区

0 0 0 0 0 0
検出しない 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.002 0.001未満 0.001 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
1.6 0.4 2.0� 0.4 0.4 0.6

0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.18
0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満
0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01 0.01未満
0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満
0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満
0.01未満 0.02 0.02 0.02 0.01 0.01
12 9.0� 9.0� 8.1 9.9 22

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
65 17 74 25 26 39

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満
0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満
0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満
0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満
0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満
0.2 0.8 0.2未満 0.2未満 0.2未満 0.2未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満
0.001未満 0.020� 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満
0.001未満 0.003 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.06未満 0.08 0.06未満 0.06未満 0.06 0.06未満
0.001 0.032 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.004
0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満
0.001未満 0.009� 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.004
0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満
14 12 13 9.0� 12 32
120 37 120 36 58 110
7.4 6.8 7.4� 6.9 6.9� 6.6

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

1未満 1 1未満 1未満 1未満 1未満
0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

○事業区分

上水道事業 給水人口が5,000人を超えるもの

簡易水道事業 給水人口が100人を超え、5,000人以下のもの

飲料水供給施設 給水人口が100人以下のもの

その他、以下の地区で水質検査を
行っております

地区 区分 検査地区

村
上

上水道

浦田山配水池
給水系

愛宕山・愛宕山
PC・八幡山配水
池給水系

簡易水道 山辺里地区

飲料水供
給施設

大栗田地区

上山田地区

荒
川 上水道

切田地区

海老江地区

神
林

上水道 神納地区

簡易水道 河内地区

朝
日

上水道
岩沢給水系

早稲田給水系

簡易水道

高根地区

薦川地区

蒲萄地区

小揚地区

山
北 簡易水道

桑川地区

今川地区

寒川地区

八幡地区

中津原地区

北中地区

大沢地区

大毎地区

大代地区

小俣地区

雷地区

中継地区

山熊田地区

朴平地区

荒川地区

〜上水道・簡易水道・飲料水供給施設の
水質検査結果〜
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分類 検　　査　　項　　目 水　質　基　準

村　上　地　区 荒　川　地　区

上水道 簡易水道 上水道

山居山配水池
給水系 上海府・瀬波地区 貝附地区 長政地区

微生物
一般細菌 １m㍑中100以下 0 0 0 0
大腸菌 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

重
金
属

カドミウムおよびその化合物 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
水銀およびその化合物 0.0005㎎/㍑以下 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満
セレンおよびその化合物 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
鉛およびその化合物 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001 0.002 0.002
ヒ素およびその化合物 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
六価クロム化合物 0.05㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

無
機
物
質

硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 10㎎/㍑以下 1.1 1.1 1.0� 0.7
フッ素およびその化合物 0.8㎎/㍑以下 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満
ホウ素およびその化合物 1.0㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満
亜鉛およびその化合物 1.0㎎/㍑以下 0.01未満 0.01未満 0.01 0.01未満
アルミニウムおよびその化合物 0.2㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満
鉄およびその化合物 0.3㎎/㍑以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満
銅およびその化合物 1.0㎎/㍑以下 0.01未満 0.02 0.02 0.01
ナトリウムおよびその化合物 200㎎/㍑以下 8.5 13 8.2 7.5
マンガンおよびその化合物 0.05㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
カルシウム、マグネシウムなど（硬度） 300㎎/㍑以下 27 31 27 25

有
機
物
質

四塩化炭素 0.002㎎/㍑以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満
1,4-ジオキサン 0.05㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
シスおよびトランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04㎎/㍑以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満
ジクロロメタン 0.02㎎/㍑以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満
テトラクロロエチレン 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
トリクロロエチレン 0.03㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ベンゼン 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
陰イオン界面活性剤 0.2㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満
ジェオスミン 0.00001㎎/㍑以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満
2-メチルイソボルネオール 0.00001㎎/㍑以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満
非イオン界面活性剤 0.02㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
フェノール類 0.005㎎/㍑以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満
有機物（TOC） 3㎎/㍑以下 0.2未満 0.2 0.2未満 0.2未満

消
毒
副
生
成
物

シアン化物イオンおよび塩化シアン 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
クロロ酢酸 0.02㎎/㍑以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満
クロロホルム 0.06㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ジクロロ酢酸 0.04㎎/㍑以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満
ジブロモクロロメタン 0.1㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
臭素酸 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
塩素酸 0.6㎎/㍑以下 0.06未満 0.06未満 0.06未満 0.06未満
総トリハロメタン 0.1㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
トリクロロ酢酸 0.2㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満
ブロモジクロロメタン 0.03㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ブロモホルム 0.09㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ホルムアルデヒド 0.08㎎/㍑以下 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満

そ
の
他

塩化物イオン 200㎎/㍑以下 11 15 12 9.6
蒸発残留物 500㎎/㍑以下 62 78 58 46
ＰＨ値 5.8 ～ 8.6 6.7 6.5 6.5 6.6
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 5度以下 1未満 1未満 1未満 1未満
濁度 2度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

●問い合わせ　水道局工務係�☎66－6111（内線232、235）

　市では、「いつでもどこでも安全でおいしい水」を皆さんにお届けするため、定期的に水質検査を行っています。

　８、９月に実施した50項目の水質検査では、すべての基準に適合していました。

　ここでは、一部の地区の詳細をお知らせします。なお、すべての地区の検査結果は、本庁水道局、または各支所の

上下水道係窓口で閲覧できます。

安全です。村上市の水道水
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包括支援
センター
だより

冬を元気に過ごしましょう
─高齢者の冬の健康管理─

　これから寒さが増してくると、健康を損ねやすくなってきます。

　冬の特徴である「寒さ」と「空気の乾燥」からくる高齢者の体への影響は主に次の３つがあります。これ

らをよく知り健康管理に気をつけましょう。

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線363、364）
　各支所地域福祉課介護保険係　荒川地区　☎62－0095、神林地区　☎66－6111（内線121、122）
　　　　　　　　　　　　　　　朝日地区　☎72－6887、山北地区　☎77－4053

感染症
　空気が乾燥してくると、ウイルスや細菌の活動が活発になり、感染症にかかりやすくなります。これは空

気の乾燥により、鼻やのど、気管などの潤いがなくなり粘膜組織の抵抗力を弱めるからです。

　今年は例年のインフルエンザのほかに「新型インフルエンザ」の流行も心配されています。また、ノロウ

イルスなどによる急性胃腸炎も冬場に多くなります。特に高齢者は抵抗力の低下や持病がある場合が多く、

重症化しやすいので予防に細心の注意を払う必要があります。

対策
・マスクやうがいなどで粘膜の乾燥を防ぎましょう。

・日ごろからしっかり食事をとるなどして「免疫力」を高めておくことが大切です。

血圧の上昇
　「寒さ」から身体を守るために、冬場は毛細血管が収縮し血圧が上昇します。そのために12月～３月は脳
の血管に障害を起こす「脳卒中」の発生率が高くなります。

　また、狭心症や心筋梗塞といった心臓病も多くが冬場に集中しています。これは「寒さ」に対して体温を

上げなければならないので、心臓にかかる負担がほかの季節より大きくなるからです。

対策
・夜中にトイレに行くときは、暖かくして部屋から出るようにしましょう。

・十分に暖まった風呂に入る。脱衣場も暖めておくようにしましょう。

皮膚の乾燥
　冬になると、身体がかゆくなることはありませんか。これは加齢に伴って見られる「乾燥皮膚」の症状で、

皮脂の分泌が減少し、発汗も少なくなるためにおこるものです。特に空気が乾燥している冬はかゆみが強く

なります。

　また、皮膚の抵抗力が落ちている要介護者などは、菌やダニ、カビなどが繁殖して起こる皮膚病疾患も発

生しやすくなります。

対策
・�入浴時、体をゴシゴシこすらない。せっけん分が残らないよう、よく洗い流すことが大
切です。
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食
育
だ
よ
り

　

山
辺
里
保
育
園
で
は
、

現
在
５
人
の
０
歳
児
を

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

４
人
が
完
了
期
食
、１
人

が
中
期
食
で
そ
れ
ぞ
れ

の
発
達
に
合
わ
せ
て
調

理
員
と
家
庭
、担
任
保
育

士
が
密
に
連
絡
を
取
り

合
っ
て
離
乳
食
を
進
め

て
い
ま
す
。完
了
期
食
の

子
は
ス
プ
ー
ン
や
手
づ
か
み
で
、ま
た
、中
期
食
の
子
は
手
づ
か

み
で
食
べ
た
り
、食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
食
べ
方
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、食
べ
る
意
欲
は
ど
の
子
も
同
じ
で
す
。

　

最
近
で
は
、好
き
嫌
い
を
態
度
に
表
わ
し「
べ
ぇ
ー
」と
舌
を

出
し
た
り
、ぷ
い
っ
と
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
り
し
ま
す
。そ
ん
な
時

は
ス
プ
ー
ン
を
飛
行
機
に
見

立
て
口
に
入
れ
て
あ
げ
、好
物

と
交
互
に
食
べ
さ
せ
る
な
ど

根
気
良
く
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
な
が
ら
楽
し
い
食
事
タ

イ
ム
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

　
　

﹁
日
本
年
金
機
構
﹂
が

　
　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指

し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
、
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
は
、
新
た
に
「
年
金

事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し

て
、
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
に
何
ら
か
の
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
・
年
金
係　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

国

民

年

金

　

11
月
16
日
㈪
か
ら
瀬
波
・
山
辺
里
地
区
で
は
超
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
「
B
フ
レ
ッ
ツ
」
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
拡

大
し
ま
し
た
。昨
年
の
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
仮
申
込

書
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
い
、
こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
し
込
み
受
け
付
け
も
開
始
さ
れ
て
お
り
、次
の
地
域
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
地
域
】※
行
政
区
で
表
記

■
瀬
波
地
区（
下
渡
、羽
下
ケ
渕
、大
平
、滝
の
前
）

■�
山
辺
里
地
区（
山
辺
里
、四
日
市
、天
神
岡
、西
興
屋
、仲
間

町
、坪
根
、下
相
川
、上
相
川
、日
下
、小
谷
、下
山
田
、上
山

田
、門
前
、赤
沢
、菅
沼
、鋳
物
師
、袋
、大
関
、高
平
）

■
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
営
業
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
０
‐
７
４
４（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
問
い
合
わ
せ

　

情
報
政
策
課
情
報
管
理
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
５
０
２
、５
０
８
）

瀬
波
・
山
辺
里
地
区

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

﹁
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
﹂の
エ
リ
ア
が
拡
大

日本年金機構のイメージ
社会保険庁

廃止
公
的
年
金
の

財
政
責
任
・
運
営
責
任

公
的
年
金
の
運
営
業
務

厚
生
労
働
省

日
本
年
金
機
構
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

10
月
23
日
㈮
に
瀬
波
街
道
跨
線
橋
の
地
下
歩

道
で
、
村
上
中
等
教
育
学
校
に
よ
る
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
こ
の
活
動
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
が
企
画
し
て
一
般
の
生
徒
を
募

り
、清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
１
０
０
人

以
上
の
生
徒
が
参
加
。
側
溝
の
掃
除
や
壁
磨
き
、

蛍
光
灯
の
す
す
払
い
、
地
下
歩
道
上
が
り
口
の
コ

ケ
取
り
な
ど
を
行
い
、
約
１
時
間
で
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
瀬
賀
穂
乃
香
さ
ん
（
門
前
）
は
「
前
か

ら
地
下
道
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
掃
除
を
す
る
こ
と
は
好
き
な
の
で
、
き
れ

い
に
な
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、
今

後
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

気
持
ち
よ
く
通
れ
る
よ
う
に

村
上
中
等
教
育
学
校

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

むらかみ

　

10
月
25
日
㈰
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
環
境

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
リ
ユ
ー
ス
品
の
バ
ザ
ー
や
、
手
回

し
発
電
で
動
く
お
も
ち
ゃ
の
体
験
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
も
ら
え
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、環
境
問
題
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
会
場
は
、多

く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
無
料
の
エ
コ
バ
ッ
ク
に
絵
を
描
け

る
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
真
剣
な
表
情
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
作
品
が
で
き
あ
が
っ
た
近
奏か

な

汰た

く
ん
（
山
田
）
は
「
車
と
怪
獣
と
電
車
の
絵
を
描
き

ま
し
た
」と
、自
慢
の
エ
コ
バ
ッ
ク
を
片
手
に
誇
ら
し

げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

環
境
問
題
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！

環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

むらかみ

　

10
月
25
日
㈰
荒
川
中
学
校
で
青
雲
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
青
雲
祭
は
合
唱
発
表
会
や
生
徒
の
作
品
展
な

ど
で
行
う
文
化
祭
で
学
校
の
行
事
で
す
。

　

発
表
会
の
前
に
、い
じ
め
ゼ
ロ
集
会
が
行
わ
れ
、生

徒
に
よ
る
劇
を
見
た
後
、生
徒
同
士
で
話
し
合
い
、い

じ
め
根
絶
を
み
ん
な
で
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、合
唱
発
表
会
で
は
、各
学
級
で
話
し
合
っ

て
決
め
た
曲
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

練
習
で
は「
心
ひ
と
つ
に
」を
目
標
と
し
て
練
習
し

た
生
徒
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
大
勢
の
保
護
者
を
前

に
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
合

唱
を
披
露
。
保
護
者
は
「
と
て
も
上
手
な
合
唱
で
し

た
」と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

荒
川
中
学
校
青
雲
祭

あらかわ
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10
月
29
日
㈭
、岩
船
保
育
園
で
お
城
山（
臥

牛
山
）に
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。

　

登
山
口
で
保
育
園
バ
ス
か
ら
降
り
た
28
人

の
園
児
た
ち
が「
エ
イ
・
エ
イ
・
オ
ー
」と
、か

け
声
を
か
け
て
歩
き
出
し
、
登
山
道
で
す
れ

違
う
お
年
寄
り
に
も
、
笑
顔
と
元
気
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

　

道
行
く
人
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
友
だ

ち
と
ク
リ
や
キ
ノ
コ
を
見
つ
け
た
り
し
な
が

ら
歩
い
て
い
く
と
、
徐
々
に
城
跡
の
石
垣
が

見
え
、山
頂
に
着
い
た
園
児
は
並
ん
で「
ヤ
ッ

ホ
ー
」
の
一
声
。
稲
葉
ち
ひ
ろ
さ
ん
は
「
人
が

ア
リ
ん
こ
み
た
い
に
見
え
る
」と
、秋
晴
れ
の

村
上
市
街
を
見
下
ろ
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

定
番
の
遠
足
コ
ー
ス

「
お
城
山
登
山
」

むらかみ

　

10
月
30
日
㈮
、下
新
保
集
落
セ
ン
タ
ー
で
地

域
の
お
年
寄
り
が
集
う「
地
域
の
茶
の
間
」に
舘

腰
保
育
園
の
年
長
児
21
人
と
保
護
者
を
招
待

し
て
、三
世
代
交
流
ク
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、保
育
園
で
育
て
た
さ
つ
ま
い

も
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
、慣
れ
な
い
手
つ
き
で
皮
を
む
い
て
い

ま
し
た
。食
生
活
改
善
推
進
員
が
、さ
つ
ま
汁
と

リ
ン
ゴ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
重
ね
煮
を
作
り
、歌

と
踊
り
、肩
た
た
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
後
、お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
に
食
べ
、楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
谷
井
恵
美
子
さ
ん
は「
子
ど
も
た

ち
と
遊
び
、に
ぎ
や
か
で
楽
し
か
っ
た
」、本
間

汐し

音お
ん

ち
ゃ
ん
は「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
む
き
が
楽

し
か
っ
た
。ご
飯
も
お
い
し
く
て
、さ
つ
ま
汁
も

お
代
わ
り
し
ま
し
た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

笑
顔
の
交
流

　

三
世
代
ク
ッ
キ
ン
グ

あさひ

　

10
月
31
日
㈯
と
11
月
１
日
㈰
、の
２
日
間
、道
の
駅

神
林「
穂
波
の
里
」を
会
場
に
農
産
物
フ
ェ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
産
物
フ
ェ
ア
ー
で
は
、
地
元
特
産
品
の
販
売
を

は
じ
め
、新
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
の
試
食
や
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
食
材
で
良
質
な
植
物
性
タ
ン
パ
ク

質
を
豊
富
に
含
む
テ
ン
ペ
を
使
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
、

み
そ
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
、
２
日
間
で
県
内
外
か

ら
約
２
，５
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

道
の
駅
神
林

　

農
産
物
フ
ェ
ア
ー

かみはやし

　

10
月
30
日
㈮
、
新
潟
市
の
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
新

潟
県
担
い
手
育
成
推
進
大
会
が
行
わ
れ
、
山
賀
治
彦

さ
ん
（
小
須
戸
）
が
、
認
定
農
業
者
の
部
・
個
別
経
営

体
部
門
で
農
業
団
体
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

山
賀
さ
ん
は
、
平
成
７
年
に
認
定
農
業
者
に
認
定

さ
れ
、
牛
肉
の
生
産
に
お
い
て
、
村
上
牛
認
定
率
80

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
安
定
し
た
供
給
率
を
収
め
て
お

り
、ま
た
、JA
肉
牛
部
会
の
役
員
や
生
産
組
合
の
構
成

員
と
し
て
、
村
上
牛
振
興
と
銘
柄
確
立
な
ど
に
尽
力

し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

「
こ
の
た
び
、こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、私
の
経
営
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
の
で
、今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

山
賀
治
彦
さ
ん

　

農
業
団
体
賞
を
受
賞

あさひ
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11
月
８
日
㈰
荒
川
地
区
公
民
館
で
青
少
年
育
成
市

民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
第
１
部
は
、
荒
川
中
学
・
荒
川
高
校
の
生

徒
に
よ
る「
私
の
主
張
」。

　

親
に
対
す
る
態
度
の
反
省
や
感
謝
の
気
持
ち
、
祖

母
の
介
護
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
見
つ
け
た
将
来
の

夢
な
ど
を
各
校
２
人
ず
つ
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
ラ
ジ
オ
の
Ｆエ

フ

エ

ム

ポ

ー

ト

Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
で
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
を
務
め
る
ヒ
ロ
エ
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
。

　

番
組
内
で
受
け
た
子
育
て
相
談
な
ど
を
交
え
た
講

演
の
最
後
は
、ス
テ
ー
ジ
下
で
紙
芝
居
を
披
露
。

　

ヒ
ロ
エ
さ
ん
は
、
紙
芝
居
を
通
し
、「
子
ど
も
は
み

ん
な
の
大
事
大
事
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
市
民
大
会

　

11
月
３
日
㈷
、
荒
川
総
合
体
育
館
を
会
場
に
荒
川

商
工
会
主
催
の
商
工
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
産
販
売
を
は
じ
め
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
珍
し
か
っ
た
の
は
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売

り
。
商
工
会
の
松
本
事
務
局
長
が
独
特
の
口
上
を
交

え
な
が
ら
「
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
気
持
ち

で
１
５
０
円
」と
言
う
と
、お
客
さ
ん
か
ら
は「
は
い
、

買
っ
た
」と
手
を
あ
げ
、時
に
は「
ま
だ
高
い
」と
の
声

も
。

　

安
い
バ
ナ
ナ
を
求
め
る
お
客
さ
ん
に
圧
倒
さ
れ
、

松
本
さ
ん
が
後
ず
さ
り
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
寒
い
気
候
で
し
た
が
、
大
勢
の
客
入
り
で

恒
例
の
餅も

ち

ま
き
も
行
わ
れ
、
大
盛
況
の
商
工
産
業
祭

で
し
た
。

大
に
ぎ
わ
い
の

　
　
　

商
工
産
業
祭

あらかわあらかわ

　

11
月
２
日
㈪
と
３
日
㈷
の
２
日
間
、
神
林

地
区
公
民
館
の
主
催
に
よ
る
神
林
地
区
文
化

祭
が
神
林
総
合
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

文
化
祭
で
は
、
旧
神
林
村
時
代
か
ら
通
算

し
て
38
回
目
と
な
る
書
道
、
絵
画
な
ど
の
作

品
展
や
、
先
月
に
同
会
場
で
行
わ
れ
た
ト
キ

め
き
新
潟
国
体
の
写
真
コ
ー
ナ
ー
、
完
成
間

近
の
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
写
真

な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
力

測
定
が
で
き
る
新
体
力
測
定
会
や
、
抹
茶
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
、
栄
養
友
の
会
に
よ
る
セ
レ

ク
ト
バ
イ
キ
ン
グ
弁
当
の
販
売
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

文
化
祭
を
訪
れ
た
市
内
の
男
性
は
「
ど
れ

も
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
見
入
っ
て
し

ま
い
ま
す
」と
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

神
林
地
区
文
化
祭

かみはやし

　

山
北
地
区
の
豊
富
な
食
と
生
業
を
紹
介
す

る「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」が
11
月
１
日

㈰
に
府
屋
地
内
で
11
月
８
日
㈰
に
は
大
毎
を

会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。秋
の
恵
み
の
鮭
や
は

ら
こ
、赤
カ
ブ
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

た
旬
の
食
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

府
屋
会
場
で
は
、
お
い
し
い
食
事
と
併
せ

て
、広
く
山
北
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、大
川

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
鮭
の
伝
統
漁
法

「
コ
ド
漁
」の
見
学
や
天
然
木
で
作
る
マ
イ
箸は

し

づ
く
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ド
漁
の

見
学
で
は
、
遡そ

じ
ょ
う上
す
る
鮭
の
休
憩
場
所
と
人

影
を
消
す
役
目
を
す
る
「
コ
ド
」
の
し
く
み

を
、地
元
名
人
か
ら
説
明
を
受
け
、感
心
し
た

様
子
で
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
毎
会
場
で
は
、直
売
所
で
食
が
提

供
さ
れ
、
参
加
者
は
併
せ
て
旬
の
秋
の
味
覚

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

秋
の
恵
み
と
生
業
見
学

　

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

さんぽく
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11
月
15
日
㈰
、
第
14
回
神
林
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
神
林
総
合
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
山
形
県
小
国
町
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
63

チ
ー
ム
１
２
６
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
A
ク
ラ
ス
】

　

優
勝　

竹
内
・
斎
藤（
神
林
ク
ラ
ブ
）

【
一
般
の
部
B
ク
ラ
ス
】

　

優
勝　

菅
原
・
富
樫（
山
北
）

【
一
般
の
部
C
ク
ラ
ス
】

　

優
勝　

青
木
・
山
田（
荒
川
ク
ラ
ブ
）

【
中
学
生
の
部
】

　

優
勝　

富
樫
・
斉
藤（
山
北
中
）

神
林
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

た
く
さ
ん
お
団
子
拾
っ
た
よ
！

あさひかみはやし

　

11
月
13
日
㈮
、
中
原
集
落
の
本
門
寺
で
、
鬼き

子し

母も

神じ
ん

大
祭
「
御お

命め
い

講こ
う

」
が
行
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
招
待
さ
れ
た
高
南
保
育
園
の
園
児
43
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

園
児
や
地
域
の
子
ど
も
が
一
人
ひ
と
り
、
手
を

合
わ
せ
て
お
参
り
し
た
後
、
供
物
ま
き
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ
た
人
に
た
く
さ
ん
の
団
子
や
お
菓
子

な
ど
が
ま
か
れ
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
拾
っ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
園
児
は
、「
見
て
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
お

菓
子
拾
っ
た
よ
。
お
家
に
持
っ
て
帰
る
ん
だ
」
と

う
れ
し
そ
う
に
握
り
し
め
て
い
た
袋
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
㈪
、さ
ん
ぽ
く
会
館
を
会
場
に
、

ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
・
さ
ん
ぽ
く
、さ
ん

ぽ
く
中
学
校
区
郷
育
会
議
の
主
催
で
約

１
０
０
人
が
参
加
し
「
地
域
力
を
考
え
る
つ

ど
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
山
北
地
区
と
地
域
づ
く
り
で

関
わ
り
の
深
い
明
治
大
学
農
学
部
の
小
田
切

徳
美
教
授
に
よ
る
、
近
年
の
農
山
村
の
現
状

や
全
国
各
地
の
先
進
事
例
に
基
づ
き
「
地
域

力
を
学
校
に
ど
う
活
か
す
か
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、参
加
者
が
９

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
地
域
と
学
校
の

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
力
を
ど
う
活
か
し
合
え
ば

よ
い
の
か
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。グ
ル
ー
プ
別
の
ま
と
め
の
中
で
は
、地
域

と
学
校
が
お
互
い
を
知
る
こ
と
、
信
頼
感
を

持
つ
こ
と
が
大
切
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
の
力
を
活
か
す

「
地
域
力
を
考
え
る
つ
ど
い
」

さんぽく

　

11
月
８
日
㈰
、
山
北
地
区
の
各
産
業
団
体

な
ど
が
主
催
す
る「
さ
ん
ぽ
く
産
業
ま
つ
り
」

が
さ
ん
ぽ
く
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
山
北
地
区
各

種
物
産
の
販
売
の
ほ
か
、
来
場
者
に
よ
る
新

米
で
の
餅も

ち

つ
き
イ
ベ
ン
ト
や
、
鮭
の
ガ
ラ
汁

サ
ー
ビ
ス
、
当
日
限
定
の
焼
畑
の
赤
カ
ブ
の

販
売
な
ど
と
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
敷
地
内
の
特
設
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
プ
ー
ル
に
浮
か
べ
た
水
風
船
を
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
で
す
く
う「
水
風
船
す
く
い
」も
行

わ
れ
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
真
剣
な
顔

で
す
く
い
あ
げ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

山
北
の
物
産
を
販
売

　

さ
ん
ぽ
く
産
業
ま
つ
り

さんぽく



2009.12.1　　�4

共
催
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す

か
？
ま
た
、ど
の
よ
う
な
方
法
で

行
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

渡
辺　

あ
る
ク
ラ
ブ
は
人
材
に
恵
ま

れ
、ま
た
、あ
る
ク
ラ
ブ
は
場
所
に
恵

ま
れ
て
い
る
と
し
ま
す
。当
然
、「
そ
れ

ぞ
れ
が
独
自
に
活
動
す
る
だ
け
で
な

く
、共
催
や
協
力
し
合
う
こ
と
で
、双

方
が
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
」

と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

今
ま
で
の
「
自
分
の
ク
ラ
ブ
だ
け

で
何
と
か
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
を

改
め
、協
力
し
合
う
こ
と
で
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
発
展
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
ス
ポ
レ
ッ
ク
教
室
に
他

の
ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
た
り
、１
年
に
１
度
、３
ク
ラ
ブ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係　
☎
72-

６
８
８
６

が
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

り
す
る
な
ど
、共
催
や
協
力
す
る
こ

と
で
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

１
つ
の
ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る
よ

り
も
２
つ
、３
つ
の
ク
ラ
ブ
が
協
力

希楽々

渡辺クラブマネジャー

す
れ
ば
、よ
り
大
き
な
活
動
が
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

山
田　

ク
ラ
ブ
ご
と
に
年
会
費
が

違
う
た
め
、ど
の
事
業
に
も
参
加
で

き
る
と
い
う
の
は
、問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

　

例
え
ば
、年
会
費
が
安
い
ク
ラ
ブ

の
会
員
も
会
費
に
関
係
な
く
、ど
の

事
業
に
も
参
加
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、会
員
が
流
出
す
る
ク
ラ
ブ
が
で

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

渡
辺　

ど
の
事
業
に
も
参
加
で
き

る
の
で
は
な
く
、各
ク
ラ
ブ
が
共
通

す
る
事
業
か
ら
始
め
る
と
い
う
の

は
ど
う
で
す
か
。

　

年
会
費
の
問
題
に
つ
い
て
は
、時

間
を
か
け
て
の
調
整
が
必
要
で
す

ね
。悪
い
部
分
か
ら
考
え
る
の
で
は

ウェルネスむらかみ

山田クラブマネジャー

な
く
、
良
く
な
る
部
分
を
考
え
た
う

え
で
、
悪
い
部
分
を
解
消
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
１
つ
の
ク
ラ
ブ
の
事
業
に

し
か
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
が
、ど

ち
ら
の
ク
ラ
ブ
事
業
に
も
参
加
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、と
て
も
大
き
な
プ

ラ
ス
で
す
。会
員
が
よ
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て
、意

見
交
換
が
必
要
で
す
よ
ね
。

　

事
業
の
参
加
者
に
は
、希
楽
々
と

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
事
業
に
交
互
に
参
加

す
る
人
も
い
ま
す
。住
民
が
参
加
し
や

す
く
、選
択
し
や
す
い
形
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
可
能
な
も
の
が
あ
れ

ば
、１
つ
だ
け
で
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。各
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
し
、こ
れ
か
ら
設
立
す
る

「
あ
さ
ひ
」に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
と
思
う
の
で
す
が
。

山
田　

調
整
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
山　

希
楽
々
で
は
、既
に
他
の
団

体
や
地
区
と
交
流
事
業
を
開
催
し

て
い
ま
す
か
。

渡
辺　

昨
年
か
ら
、
山
北
地
区
の

「
こ
ど
も
広
場
」と
希
楽
々
の「
き
ら

ら
塾
」
で
交
流
事
業
を
し
て
い
ま

す
。

　

双
方
と
も
、子
ど
も
を
対
象
に
体

力
の
向
上
や
物
づ
く
り
、体
験
活
動

を
通
し
て
心
身
の
成
長
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、年
２

回
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、神
林
で
田
ん
ぼ
で
行
な

う
「
泥
ん
こ
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
」
を
行

い
、
山
北
で
は
「
赤
カ
ブ
収
穫
と
漬

物
づ
く
り
」「
小
俣
塾
散
策
」を
行
な

い
ま
し
た
。「
地
域
の
良
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
た
い
」と
企
画
す
る

側
も
力
が
入
り
ま
し
た
よ
。

泥んこドッチボール

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、各
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
長
所

を
共
有
し
、
市
民
の
健
康
・
体
力
・
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
を
図
る
た
め
の
話
し
合
い
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

あさひ総合型地域スポーツクラブ（仮）

中山　氏
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山
田　

そ
の
事
業
の
企
画
は
ど
な

た
が
行
っ
た
の
で
す
か
。

渡
辺　

希
楽
々
で
は
、き
ら
ら
塾
の

ス
タ
ッ
フ
10
人
く
ら
い
が
企
画
し
、

山
北
地
区
は
体
育
指
導
委
員
が
中

心
と
な
り
企
画
し
ま
し
た
。

渡
辺　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
も「
鮭
っ
こ

ク
ラ
ブ
」と
い
う
同
じ
よ
う
な
事
業

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

山
田　

「
鮭
っ
こ
ク
ラ
ブ
」は
、種
目

ご
と
に
指
導
者
を
お
願
い
し
て
行

な
っ
て
い
る
の
で
、活
動
の
広
が
り

が
弱
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、地
に
足

の
つ
い
た
活
動
が
で
き
る
ス
タ
ッ

フ
と
内
容
の
検
討
が
必
要
で
す
ね
。

渡
辺　

希
楽
々
で
は
、「
こ
の
人
な

ら
」と
い
う
人
に
一
人
ひ
と
り
声
を

か
け
、
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

地
域
に
入
っ
て
い
く
と
、キ
ラ
リ

と
輝
く
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。そ

こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
・
団
体
・
地

域
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
可
能
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

山
田　

共
催
事
業
を
企
画
す
る
に

は
、何
回
位
の
打
ち
合
わ
せ
が
必
要

で
す
か
。

渡
辺　

必
要
な
都
度
集
ま
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
趣
旨
を
理
解
し
、

参
加
者
に
い
か
に
し
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
か
を
議
論
し
ま
す
。

山
田　

い
ろ
い
ろ
参
考
に
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。

最
後
に
、こ
れ
か
ら
の
目
標
を
伺

い
ま
す
。

渡
辺　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
話
し
合
い
の
場
も
な

か
っ
た
の
で
、定
期
的
に
話
し
合
い

の
場
を
作
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が

進
む
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

同
じ
仲
間
と
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ク
ラ
ブ

を
作
る
と
同
時
に
、市
の
発
展
の
一

役
も
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

山
田　

複
数
の
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、総
合
力
を
高
め

て
ゆ
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す

し
、こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
か
と
思

い
ま
す
。
同
時
に
、
ク
ラ
ブ
自
身
の

足
腰
も
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、よ
り
幅
広
い
年
代

層
の
人
た
ち
が
参
加
し
、健
康
づ
く

り
や
仲
間
づ
く
り
に
取
組
め
る
よ

う
な
教
室
の
充
実
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。

中
山　

「
あ
さ
ひ
」は
、こ
れ
か
ら
が

ス
タ
ー
ト
な
の
で
、先
輩
の
ウ
ェ
ル

ネ
ス
、希
楽
々
の
２
ク
ラ
ブ
か
ら
も

手
助
け
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、来
年

２
月
の
設
立
を
目
指
し
た
い
で
す
。

朝
日
地
区
の
自
然
や
文
化
を
生
か

し
た
活
動
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

渡
辺　

今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ブ
で
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
た

が
、こ
れ
か
ら
は
共
同
で
進
め
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

「
人
が
い
な
い
か
ら
で
き
な
い
」

や
「
お
金
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
」

で
は
な
く
、「
あ
れ
が
で
き
る
、こ
れ

が
で
き
る
」と
い
う
発
想
を
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
ク
ラ
ブ
だ
け
で
抱
え
込

む
の
で
は
な
く
、ク
ラ
ブ
間
で
共
有

化
し
て
い
け
ば
自
然
と
で
き
る
こ

と
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
は
指
導
者
が
い
る
。

希
楽
々
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
た
く
さ

ん
い
る
。あ
さ
ひ
に
は
素
晴
ら
し
い

自
然
が
あ
る
。と
考
え
る
と
う
ま
く

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と「
ワ
ク
ワ

ク
」し
ま
す
。

　

こ
の
「
ワ
ク
ワ
ク
」
す
る
気
持
ち

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、ど
こ

よ
り
も
活
力
溢
れ
る
市
民
が
い
る

地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

鮭っこクラブ　フットサル

鮭っこクラブ　スキー教室

赤カブ収穫と漬物づくり
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）� 届出人� 行政区 氏名（ふりがな）� 届出人� 行政区

●おくやみ
氏名� 年齢� 行政区 氏名� 年齢� 行政区 氏名� 年齢� 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※10月11日から11月10日までの届け出です（敬称略）
※表示されている行政区は、実際登録されている町内会、集落です。

人口と世帯数（11月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,961人(△27）　Å35,830人(△19）　�計68,791人(△46）　    22,826世帯(2）

村上地区
山 川 ス ン	 82	 山居町一丁目
矢 部 　 雄	 81	 飯野桜ケ丘
菅 原 ス ヱ	 99	 塩町
鈴 木 　 進	 95	 羽黒口
伊　藤　登美子	 67	 久保多町
永　田　喜久榮	 89	 上町
貝　沼　オサム	 86	 片町
坂 上 重 郎	 78	 上の山
松　田　辰太郎	 78	 泉町
石 田 良 子	 63	 片町
工 藤 　 郎	 73	 瀬波上町
鈴　木　庄次郎	 88	 久保多町
瀬 賀 哲 子	 88	 岩船上浜町
河　内　三之助	 85	 上の山
石 川 ヨ シ	 92	 上片町
寳 井 重 久	 80	 松原町一丁目
東海林　テ　イ	 91	 松山
小 池 滋 彦	 61	 山居町一丁目
佐 藤 ヨ ネ	 90	 新町
川 内 光 雄	 83	 袋
佐 藤 晴 男	 92	 瀬波上町
佐 藤 ミ サ	 91	 天神岡
吉 川 シ ズ	 83	 肴町
斎　藤　榮三郎	 83	 坪根
田 村 浩 一	 74	 山居町二丁目
近 藤 武 良	 85	 四日市
菅 原 ミ ヨ	 78	 瀬波中町
成 田 ま す	 83	 仲間町

村上地区
晴渡（はると）	 中　山　功　基	 大欠
颯大（そうた）	 菅　原　淳　史	 岩船上町
流星（りゅうせい）	 川　上　大　和	 肴町
翔（しょう）	 瀬　賀　和　浩	 下相川
幸（こう）	 瀬　賀　　　豊	 下相川
愛依（めい）	 本　間　伸　悟	 浜新田
世玲菜（せれな）	 小　田　浩　二	 四日市
愛実（あいみ）	 中　村　隆　洋	 二之町
愛梨（あいり）	 中　村　隆　洋	 二之町
美海（みう）	 小　松　良　治	 山居町一丁目
蒼介（そうすけ）	 長谷川　　　嵩	 久保多町
栞那（かんな）	 中　村　陽　一	 山辺里

山北地区
穂佳（ほのか）	 佐　藤　権　一	 大毎
大希（ひろき）	 岩　佐　英　樹	 府屋駅前通
有澄（あずみ）	 小　田　勝　敏	 府屋学校町
美空（みそら）	 小　田　勝　敏	 府屋学校町

神林地区
織（いおり）	 遠　山　純　一	 宿田
沙來（さら）	 田　中　久　幸	 牛屋
八乃衣（はのい）	 田　村　富　夫	 塩谷
健（たける）	 磯　部　芳　朗	 松喜和
紗奈（さな）	 渡　邊　　　卓	 小口川
陸翔（りくと）	 遠　山　豊　和	 宿田

朝日地区
優人（ゆうと）	 遠　山　勝　之	 中原
寧心（ねね）	 大　滝　勝　彦	 板屋越
愛叶（まなと）	 板　垣　敏　幸	 塩野町
心（しん）	 皆　川　司　朗	 岩崩
伶音（れおん）	 佐　藤　祐　也	 寺尾
莉琉葉（りるは）	 別　所　克　則	 黒田

荒川地区
虹奏（にじか）	 相　馬　和　浩	 荒川松山

朝日地区
板　垣　アイ子	 81	 高根
長谷部　　　準	 84	 小川
佐 藤 義 江	 67	 板屋越
大 滝 亮 一	 72	 蒲萄
　井　清五郎	 97	 猿沢
本 間 　 一	 87	 岩沢
小 池 フ ク	 86	 笹平
志 田 キ ヨ	 82	 上野
谷　井　爲太郎	 92	 下新保
富 樫 宜 春	 84	 早稲田
富 樫 利 平	 79	 早稲田
鈴 木 ア イ	 92	 中原
鈴　木　クマエ	 88	 中原

山北地区
大 滝 慶 勝	 66	 北中
板 垣 イ ツ	 73	 勝木
齋 藤 滿 子	 86	 寒川
佐 藤 豊 廣	 83	 大沢
富 樫 耕 一	 88	 堀之内
本　間　ノブ子	 92	 芦谷
村　上　トヨ子	 78	 大毎
斎 藤 イ ミ	 86	 寒川
本 間 勘 七	 90	 笹川

荒川地区
遠 山 ヨ シ	 87	 金屋
信 田 　 英	 86	 海老江
遠 山 弘 夫	 67	 金屋
榎 本 ハ マ	 97	 山口
石　井　良太郎	 92	 荒屋
須　貝　喜久衛	 90	 大津
小　林　嘉平次	 86	 海老江
小　川　嘉四郎	 92	 海老江
鈴 木 テ ツ	 87	 坂町
渡　邊　久太郎	 90	 長政
佐 藤 ヨ シ	 93	 大津
指 村 孝 幸	 77	 坂町
須 貝 忠 郎	 73	 大津
室　本　ハルミ	 89	 荒屋

神林地区
矢 田 イ シ	 86	 葛籠山
田 中 絹 子	 67	 福田
大 矢 健 治	 81	 南大平
増 田 兵 衛	 71	 牧目
鈴 木 要 作	 78	 平林
坂 上 良 三	 75	 小口川
小 池 勇 男	 82	 平林
小 野 弘 司	 84	 平林
忠 　 ハ ツ	 93	 指合
加 藤 勇 夫	 73	 川部



��　　2009.12.1

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

新　着　図　書

◆…一般書　○…児童書

【中央図書館】

◆　たましくる（堀川アサコ）

◆　いさご波（安住洋子）

◆　チッチと子（石田衣良）

◆　雨月物語（岩井志麻子）

◆　オンエア上・下（柳美里）

◆　木練柿（あさのあつこ）

◆　ロード&ゴー（日
たち

明
もり

恩
めぐみ

）

◆　悪霊の島　　上・下（スティーヴン・キング）

◆　この「くに」の面影（筑紫哲也）

◆　漱石の長襦袢（半藤末利子）

◆　はじめての家づくり基本レッスン

◆　収入減から家計を守る「妻の働き方」宣言

◆　武田双雲戦国武将を書く

◆　新潟上等なランチ

○　魔女の宅急便　６（角野栄子）

○　つるばら村の大工さん（茂市久美子）

○　卒業うどん（服部千春）

○　おやつにまほうをかけないで（さとうまきこ）

○　みみかきめいじん（かがくいひろし）

○　こねこ９ひきぐーぐーぐー（マイケル・グレイニエツ）

○　ぼくとママのたからもの（狩野ふきこ）

○　いっきょくいきまぁす（長谷川義史）

○　ふしぎな家族（ユッタ・バウアー）

○　やまのバス（内田麟太郎）

よみきかせのある日
【中央図書館】 火　曜　日　午後３時30分～
 土　曜　日　午前11時～
【朝日図書館】 第４土曜日　午前10時～
【荒川図書室】 第３土曜日　午前10時～
 （４・８・３月を除く）
【神林図書室】 第３木曜日　午前10時～
 （７・９・12・１・３月のみ）

冬期間の移動図書館車の巡回について
　冬期間の移動図書館車の

巡回は天候によって巡回時

間の遅れや中止することが

あります。

　ご迷惑をおかけします。

◎巡回についての問い合わせは中央図書館まで

地
デ
ジ
を
見
る
に
は
ど
う
す
る
の
？

│
ア
ン
テ
ナ
編
│

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波
を

使
っ
て
放
送
さ
れ
る
の
で
、Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
ア
ン
テ

ナ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
あ
る

　
　

そ
の
ま
ま
受
信
が
で
き
ま
す

・
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
な
い

　
　

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る

・
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
あ
る
の
に
映
ら
な
い

　

�　

受
信
方
向
が
違
う
か
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

が
受
信
電
波
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
合
っ
て
い

な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

分
か
る
地
デ
ジ
⑤

　

�　

受
信
方
向
を
確
認
し
、
送
信
所
の
方
向
が

違
う
場
合
は
、
送
信
所
の
方
に
向
け
て
く
だ

さ
い
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
は
、
何
種
類
か
あ

る
の
で
、
受
信
電
波
に
合
う
ア
ン
テ
ナ
に
買

い
替
え
て
く
だ
さ
い
。

UHFアンテナ

地上デジタル放送
「府屋中継局」と「勝木中継局」が開局
　新潟県内のテレビ放送事業者は、平成23年７月24日の
アナログテレビ放送終了に向けて、地上デジタルテレビ

中継局の整備を進めています。

　このたび、山北地区府屋地内と勝木地内にあるアナロ

グテレビ中継局が整備され、12月１日㈫から地上デジタ
ル放送を受信できるようになりました。府屋中継局は10
月14日から試験電波を発射しています。
■地上デジタル放送に関する問い合わせは

　・総務省地上デジタル放送受信相談センター

　　☎0570－07－0101
　※ＩＰ電話の場合は　☎03－4334－1111
　　平日　午前９時～午後９時

　　土・日曜日、祝日　午前９時～午後６時

　・㈳デジタル放送推進協会（Ｄｐａ）

　　ホームページURL：http://www.dpa.or.jp/
●問い合わせ

　情報政策課情報管理係

　　☎53－2111（内線502、508）
　　山北支所地域振興課　☎77－3111

12月１日より
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

「第４回　村上・関川いなかご馳
ごっつぉ

走まつり」が、またぎの家な

どを会場に11月１日から11月14日まで開催され、郷土の伝統
料理や神楽料理12種類の御

お

膳
ぜん

がそろいました。

　表紙のご馳走は「布部の山もち御
ご

膳
ぜん

」。布部のやまもちは、

コシヒカリ100パーセントのお米で作られており、中に甘い胡
くる

桃
み

味噌が入っています。もちもちしておいしいと、皆さんはお

代わりをしていました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u10月23日㈮、村上中等教育学校の清掃
ボランティア活動を取材しました。生徒

のがんばりで地下道は、たちまちキレイ

になり、最後は私も気持ちよく地下道を

歩かせていただきました。u清掃といえ
ば、年末の大掃除。今年もあと１カ月ば

かりですが、家や身の回りをキレイにし

て身も心もスッキリしたところで新年を

迎えたいと思っています。なんて言って

いる私も進んで掃除をするタイプでは

ありませんので「このままじゃ年を越せ

ないぞ」と自分に厳しく言い聞かせて、

臨みたいと思います。志○�

道の駅笹川流れ

板貝集落

今川駅

桑川駅

345

日本海

笹川流れ

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

山
北
地
区
に
は
、
小
正
月
行
事
と
し
て
「
さ
い
の
神
」

を
催
し
て
い
る
集
落
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
板
貝
集
落
の
「
さ
い
の
神
」
は
歴
史
が
古

く
、約
７
０
０
年
前
の
、集
落
が
で
き
た
当
初
か
ら
と
も

い
わ
れ
、
今
日
ま
で
変
わ
ら
ぬ
形
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
さ
い
の
神
」
の
当
日
は
、
早
朝
か
ら
集
落
住
民
が
集

ま
り
、集
落
の
共
有
林
か
ら
松
の
木
を
切
り
出
し
、枝
葉

を
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
積
み
上
げ
た
「
さ
い

の
神
」を
製
作
し
、神
事
に
備
え
ま
す
。

　

板
貝
集
落
の
「
さ
い
の
神
」
が
、
他
の
集
落
と
一
風
変

わ
っ
て
い
る
点
が
、
大
き
な
松
の
木
を
用
い
た
一
刀
彫

り
の
ご
神
体
を
お
供
え
す
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
、無
病

息
災
と
安
産
、
子
孫
繁
栄
に
も
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

神
事
は
、
集
落
総
代
が
無
病
息
災
、
海
、
山
の
安
全
を

祈
願
し
点
火
。集
落
住
民
は
、大
き
な
炎
と
煙
を
巻
き
上

げ
、
燃
え
上
が
る
「
さ
い
の
神
」
に
お
神
酒
や
餅も
ち

な
ど
を

お
供
え
し
、一
年
の
願
掛
け
を
行
い
ま
す
。

　

来
年
の
「
さ
い
の
神
」
は
集
落
奥
手
の
広
場
で
、
１
月

10
日
㈰
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

山
北
支
所
産
業
課
観
光
商
工
係　

☎
77
‐
３
１
１
５


